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一
五
一
平
成
三
〇
年
度
　
日
本
文
学
文
化
学
科
専
任
教
員
担
当
科
目
一
覧
第
一
部
比
較
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
②
／
比
較
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
②
・
Ⅲ
②
　
文
学
文
化
の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
有
澤
晶
子
中
国
語
圏
文
学
文
化
と
日
本
Ａ
／
中
国
文
学
文
化
と
日
本
Ａ
／
世
界
の
文
学
文
化
と
日
本
Ⅲ　
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
の
受
容
と
変
容
有
澤
晶
子
中
国
語
圏
文
学
文
化
と
日
本
Ｂ
／
中
国
文
学
文
化
と
日
本
Ｂ
／
世
界
の
文
学
文
化
と
日
本
Ⅳ
　
日
本
に
お
け
る
中
国
文
化
の
受
容
と
展
開
─
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
鍵
は
何
か

有
澤
晶
子
中
国
語
Ⅲ
Ｂ
／
中
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
文
化
Ａ
Ｂ
　
ホ
ッ
ト
な
話
題
を
語
る
会
話
力
有
澤
晶
子
比
較
文
学
文
化
概
説
Ａ
／
比
較
文
学
Ⅰ
／
比
較
文
学
文
化
史
Ａ
　
比
較
文
学
文
化
の
方
法
そ
の
Ⅰ
有
澤
晶
子
比
較
文
学
文
化
概
説
Ｂ
／
比
較
文
学
Ⅱ
／
比
較
文
学
文
化
史
Ｂ
　
比
較
文
学
文
化
の
方
法
そ
の
Ⅱ
有
澤
晶
子
東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅲ
Ｂ　
中
国
伝
統
演
劇
の
世
界
有
澤
晶
子
日
本
語
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
Ａ
Ｂ
①
／
日
本
語
学
演
習
Ⅰ
①
　
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
『
天
草
版
平
家
物
語
』
を
読
む
岡
﨑
友
子
日
本
語
学
演
習
Ⅰ
①
『
天
草
版
平
家
物
語
』
の
読
解
岡
﨑
友
子
日
本
語
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
①
／
日
本
語
学
演
習
Ⅱ
①
・
Ⅲ
①
　
『
枕
草
子
』
を
語
学
的
に
読
む
岡
﨑
友
子
日
本
語
史
Ａ
Ｂ
／
日
本
語
史　
日
本
語
の
歴
史
的
変
化
の
探
求
岡
﨑
友
子
古
典
文
法
Ａ
Ｂ
／
日
本
語
文
法
Ａ
Ｂ
／
古
典
文
法
　
現
代
語
と
古
代
語
の
文
法
理
解
の
た
め
に
岡
﨑
友
子
比
較
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
Ａ
Ｂ
①
／
比
較
文
学
文
化
演
習
Ⅰ
　
19
世
紀
ロ
シ
ア
の
短
編
小
説
を
読
む
小
椋　
彩
世
界
の
文
学
文
化
と
日
本
Ⅴ
　
W
orldliteratureandcultureandJapan:U
nderstandingCultures
T
hroughT
heirK
eyw
ords
小
椋　
彩
翻
訳
と
日
本
文
学
文
化　
翻
訳
と
日
本
文
学
文
化
：
翻
訳
論
を
読
む
小
椋　
彩
比
較
文
学
文
化
特
講
Ａ
／
Ⅰ
Ａ　
映
画
に
見
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
表
象
小
椋　
彩
比
較
文
学
文
化
特
講
Ｂ
／
Ⅰ
Ｂ　
映
画
に
見
る
ロ
シ
ア
の
表
象
小
椋　
彩
古
典
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
Ａ
Ｂ
①
／
古
典
文
学
文
化
演
習
Ⅰ
①
　
万
葉
集
を
読
む
菊
地
義
裕
古
典
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
①
／
古
典
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
・
Ⅲ
①
　
上
代
文
学
の
研
究
菊
地
義
裕
万
葉
文
化
論
Ａ
／
万
葉
文
化
の
世
界
　
万
葉
び
と
の
文
化
誌
─
歴
史
と
文
化
菊
地
義
裕
万
葉
文
化
論
Ｂ　
万
葉
び
と
の
文
化
誌
─
生
活
と
文
化
菊
地
義
裕
日
本
文
学
文
化
概
説
Ａ
１　
古
典
文
学
の
歴
史
と
文
化
的
背
景
菊
地
義
裕
情
報
サ
ー
ビ
ス
演
習
Ａ
Ｂ
①
／
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
演
習
・
情
報
検
索
演
習
①
　
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
情
報
源
の
基
礎
知
識
と
検
索
方
法
を
学
ぶ

杉
江
典
子
専
門
資
料
論
／
図
書
館
情
報
資
源
特
論
　
主
題
分
野
ご
と
の
情
報
源
の
知
識
と
検
索
方
法
を
学
ぶ
杉
江
典
子
一
五
二
学
校
図
書
館
メ
デ
ィ
ア
の
構
成
　
学
校
図
書
館
に
お
け
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
と
情
報
源
の
組
織
化
杉
江
典
子
図
書
及
び
図
書
館
史
／
図
書
・
図
書
館
史
　

図
書
を
中
心
と
し
た
記
録
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
伝
達
と
図
書
館
発
展
の
歴
史
を
学
ぶ
杉
江
典
子
情
報
資
源
組
織
演
習
Ａ
Ｂ
１
／
資
料
組
織
演
習
①
　
図
書
館
の
情
報
資
源
に
対
す
る
件
名
と
分
類
記
号
の
付
与
と
目
録
作
成

杉
江
典
子
図
書
館
情
報
技
術
論
　

情
報
技
術
を
活
用
し
た
図
書
館
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
る
杉
江
典
子
初
年
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
③
　
『
十
六
夜
日
記
』
を
通
し
て
古
典
文
学
作
品
の
読
み
方
を
知
る
高
柳
祐
子
実
践
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
③
　
『
十
六
夜
日
記
』
を
通
し
て
古
典
文
学
作
品
の
読
み
方
を
知
る
高
柳
祐
子
基
礎
演
習
／
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
③
　
『
十
六
夜
日
記
』
を
通
し
て
古
典
文
学
作
品
の
読
み
方
を
知
る
高
柳
祐
子
古
典
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
④
Ａ
Ｂ
／
古
典
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
④
・
Ⅲ
④
　
『
正
徹
物
語
』
を
読
む
高
柳
祐
子
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅲ
Ａ
Ｂ
／
日
本
文
学
文
化
特
講
（
古
典
）
Ａ
Ｂ
２
　
中
世
の
和
歌
を
読
む
高
柳
祐
子
中
世
日
本
文
学
史
Ａ
／
日
本
文
学
の
歴
史
（
中
世
）
　
中
世
の
文
学
に
親
し
む
高
柳
祐
子
作
家
作
品
研
究
（
中
世
）
Ｂ
／
中
世
文
学
の
探
究
　
『
新
古
今
和
歌
集
』
を
読
む
高
柳
祐
子
古
典
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
Ａ
③
／
古
典
文
学
文
化
演
習
Ⅰ
③
　
も
う
ひ
と
つ
の
蕪
村
句
集
谷
地
快
一
古
典
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
Ｂ
③　
画
俳
二
道
の
世
界
谷
地
快
一
古
典
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
⑤　
座
の
文
芸
の
文
化
史
谷
地
快
一
古
典
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ｂ
⑤
　
連
句
─
そ
の
唱
和
と
晩
発
の
美
学
谷
地
快
一
古
典
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
⑤
・
Ⅲ
⑤　
座
の
文
芸
か
ら
晩
発
の
美
学
へ
谷
地
快
一
作
家
作
品
研
究
（
近
世
）
Ａ
／
近
世
文
学
の
探
求
　
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
と
歌
枕
谷
地
快
一
作
家
作
品
研
究
（
近
世
）
Ｂ
／
作
家
作
品
研
究
（
近
世
）
　
近
世
の
散
文
と
韻
文
の
融
合
を
考
え
る
谷
地
快
一
古
典
文
学
文
化
特
講
Ａ
③
・
Ⅳ
Ａ　
蕪
村
と
と
も
に
暮
ら
す
谷
地
快
一
古
典
文
学
文
化
特
講
Ｂ
③
・
Ⅳ
Ｂ　
仮
名
書
き
の
詩
谷
地
快
一
日
本
文
学
文
化
特
講
（
古
典
）
Ａ
Ｂ
③
　
蕪
村
俳
句
の
世
界
と
そ
の
典
拠
谷
地
快
一
総
合
Ⅴ
Ｂ　
日
本
人
の
職
業
・
生
き
が
い
中
山
尚
夫
近
世
日
本
文
学
史
Ａ　
近
世
上
方
町
人
文
学
文
化
に
つ
い
て
中
山
尚
夫
近
世
日
本
文
学
史
Ｂ
／
日
本
文
学
の
歴
史
（
近
世
）
　
江
戸
市
民
文
学
文
化
の
研
究
中
山
尚
夫
初
年
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
④　
東
洋
大
学
で
の
学
生
生
活
中
山
尚
夫
実
践
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
④　
『
雨
月
物
語
』
研
究
中
山
尚
夫
一
五
三
基
礎
演
習
／
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
④
　
初
年
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
鑑
賞
『
雨
月
物
語
』
研
究
中
山
尚
夫
古
典
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
⑥
／
古
典
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
⑥
・
Ⅲ
⑥
　
『
竹
斎
』
研
究
中
山
尚
夫
英
語
Ⅰ
Ａ
Ａ
⑩　
英
文
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
入
門
（
1
）
信
岡
朝
子
英
語
Ⅰ
Ａ
Ｂ
⑩　
英
文
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
入
門
（
2
）
信
岡
朝
子
英
語
Ⅰ
Ａ
⑩　
英
文
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
入
門
信
岡
朝
子
英
語
Ⅰ
Ｂ
Ａ
⑨　
ロ
ア
ル
ド
・
ダ
ー
ル
の
自
伝
を
読
む
信
岡
朝
子
英
語
Ⅰ
Ｂ
Ｂ
⑨　
ロ
ア
ル
ド
・
ダ
ー
ル
の
短
編
小
説
を
読
む
信
岡
朝
子
英
語
Ⅰ
Ｂ
⑨　
ロ
ア
ル
ド
・
ダ
ー
ル
の
自
伝
と
短
編
小
説
を
読
む
信
岡
朝
子
英
語
Ⅱ
Ａ
Ａ
⑥
　
英
語
と
日
本
語
の
「
ニ
ュ
ア
ン
ス
」
の
違
い
を
学
ぶ
（
1
）
信
岡
朝
子
英
語
Ⅱ
Ａ
Ｂ
⑥
　
英
語
と
日
本
語
の
「
ニ
ュ
ア
ン
ス
」
の
違
い
を
学
ぶ
（
2
）
信
岡
朝
子
英
語
Ⅱ
Ａ
⑥
　
英
語
と
日
本
語
の
「
ニ
ュ
ア
ン
ス
」
の
違
い
を
学
ぶ
信
岡
朝
子
比
較
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
①
　
異
文
化
理
解
と
日
本
語
文
学
（
１
）
─
─
母
語
の
外
へ
出
る
旅
信
岡
朝
子
比
較
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ｂ
①
　
異
文
化
理
解
と
日
本
語
文
学
（
２
）─
─
作
品
に
描
か
れ
た「
異
文
化
」
信
岡
朝
子
比
較
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
①
・
Ⅲ
①　
異
文
化
理
解
と
日
本
語
文
学
信
岡
朝
子
英
語
圏
文
学
文
化
と
日
本
Ａ
／
世
界
の
文
学
文
化
と
日
本
Ⅰ
　
外
か
ら
見
た
日
本
、
内
か
ら
見
た
日
本
─
─
日
本
人
論
序
説（
１
）
信
岡
朝
子
英
語
圏
文
学
文
化
と
日
本
Ｂ
／
世
界
の
文
学
文
化
と
日
本
Ⅱ
　
外
か
ら
見
た
日
本
、
内
か
ら
見
た
日
本
─
─
日
本
人
論
序
説（
２
）
信
岡
朝
子
近
現
代
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
Ａ
Ｂ
②
／
近
現
代
文
学
文
化
演
習
Ⅰ
②
　
高
村
光
太
郎
の
詩
を
読
む
野
呂
芳
信
近
現
代
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
④
／
近
現
代
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
④
・
Ⅲ
④
　
萩
原
朔
太
郎
の
詩
を
読
む
野
呂
芳
信
日
本
文
学
文
化
概
説
Ｂ
１　

野
呂
芳
信
初
年
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
⑥　

野
呂
芳
信
実
践
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
⑥　
日
本
近
代
詩
を
読
む
野
呂
芳
信
基
礎
演
習
／
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
⑥　

野
呂
芳
信
日
本
の
詩
歌
Ａ　
口
語
自
由
詩
の
成
立
と
展
開
野
呂
芳
信
日
本
の
詩
歌
Ｂ　
萩
原
朔
太
郎
を
読
む
野
呂
芳
信
書
道
Ⅰ
Ａ
①　
楷
書
お
よ
び
行
書
、
硬
筆
を
主
要
テ
ー
マ
と
す
る
。
蓮
見
行
廣
書
道
Ⅰ
Ｂ
①　
行
書
・
か
な
・
硬
筆
を
主
要
テ
ー
マ
と
す
る
。
蓮
見
行
廣
書
道
Ⅰ
Ａ
②　
楷
書
お
よ
び
行
書
、
硬
筆
を
主
要
テ
ー
マ
と
す
る
。
蓮
見
行
廣
書
道
Ⅰ
Ｂ
②　
行
書
・
か
な
・
硬
筆
を
主
要
テ
ー
マ
と
す
る
。
蓮
見
行
廣
書
道
Ⅰ
Ａ
③　
楷
書
お
よ
び
行
書
、
硬
筆
を
主
要
テ
ー
マ
と
す
る
。
蓮
見
行
廣
書
道
Ⅰ
Ｂ
③　
行
書
・
か
な
・
硬
筆
を
主
要
テ
ー
マ
と
す
る
。
蓮
見
行
廣
書
道
Ⅰ
①　
楷
書
・
行
書
・
か
な
・
硬
筆
を
テ
ー
マ
と
す
る
。
蓮
見
行
廣
書
道
Ⅰ
②　
楷
書
・
行
書
・
か
な
・
硬
筆
を
テ
ー
マ
と
す
る
。
蓮
見
行
廣
書
道
Ⅰ
③　
楷
書
・
行
書
・
か
な
・
硬
筆
を
テ
ー
マ
と
す
る
。
蓮
見
行
廣
書
論
Ａ　
中
国
書
論
お
よ
び
日
本
書
論
の
理
解
。
蓮
見
行
廣
書
論
Ｂ
／
書
論　
中
国
書
論
・
日
本
の
書
論
の
特
徴
を
知
る
。
蓮
見
行
廣
一
五
四
古
典
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
③
／
古
典
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
③
・
Ⅲ
③
　
〜
能
楽
の
研
究
─
室
町
文
化
の
祝
祭
的
構
図
─
〜
原
田
香
織
日
本
の
伝
統
芸
能
Ａ
／
日
本
の
伝
統
芸
能
（
能
・
狂
言
）
　
〜
能
楽
の
研
究
と
鑑
賞
〜
原
田
香
織
日
本
の
伝
統
芸
能
Ｂ
／
伝
統
芸
能
を
学
ぶ
／
日
本
の
伝
統
芸
能
（
歌
舞
伎
）
　
日
本
の
伝
統
芸
能
の
研
究
と
鑑
賞
原
田
香
織
初
年
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
②　
〜
『
古
今
和
歌
集
』
を
読
む
〜
原
田
香
織
実
践
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
②　
〜
『
古
今
和
歌
集
』
を
読
む
〜
原
田
香
織
基
礎
演
習
／
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
②　
〜
『
古
今
和
歌
集
』
を
読
む
〜
原
田
香
織
百
人
一
首
の
文
化
史
Ａ　
百
人
一
首
の
文
化
史
原
田
香
織
百
人
一
首
の
文
化
史
Ｂ　
百
人
一
首
の
多
様
性
原
田
香
織
日
本
語
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
Ａ
②
／
日
本
語
学
演
習
Ⅰ
②
　
社
会
言
語
学
へ
の
い
ざ
な
い
三
宅
和
子
日
本
語
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
Ｂ
②　
社
会
言
語
学
の
第
1
歩
三
宅
和
子
日
本
語
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
②
／
日
本
語
学
演
習
Ⅱ
②
・
Ⅲ
②
　
現
代
日
本
語
で
は
ひ
と
を
ど
う
扱
い
、
ど
う
配
慮
し
て
い
る
か
三
宅
和
子
日
本
語
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
③
／
日
本
語
学
演
習
Ⅱ
③
・
Ⅲ
③
　
モ
バ
イ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
在
を
研
究
す
る
三
宅
和
子
現
代
語
文
法
Ａ
Ｂ
／
現
代
語
文
法
　
日
本
語
を
自
分
の
も
の
に
す
る
た
め
の
文
法
三
宅
和
子
比
較
言
語
文
化
論
Ａ
Ｂ
／
日
本
語
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ｂ
　
公
共
サ
イ
ン
を
点
検
し
な
が
ら
日
本
の
い
ま
を
探
る
三
宅
和
子
近
現
代
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
Ａ
Ｂ
①
／
近
現
代
文
学
文
化
演
習
Ⅰ
①
　
─
芥
川
龍
之
介
と
現
代
─
山
崎
甲
一
近
現
代
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
①
／
近
現
代
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
①
・
Ⅲ
①
　
─
漱
石
と
現
代
─
山
崎
甲
一
日
本
文
学
文
化
特
講
（
近
現
代
）
Ａ
Ｂ
／
近
現
代
文
学
文
化
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
　
─
坂
口
安
吾
と
現
代
─
山
崎
甲
一
初
年
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
⑤　
─
川
端
康
成
と
現
代
─
山
崎
甲
一
実
践
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
⑤　
─
川
端
康
成
と
現
代
─
山
崎
甲
一
基
礎
演
習
／
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
⑤　
─
川
端
康
成
と
現
代
─
山
崎
甲
一
古
典
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
Ａ
Ｂ
②
／
古
典
文
学
文
化
演
習
Ⅰ
②
　
『
蜻
蛉
日
記
』
上
巻
・
中
巻
を
読
む
山
中
悠
希
古
典
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
②
／
古
典
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
②
・
Ⅲ
②
　
『
枕
草
子
』
の
日
記
的
章
段
（
回
想
的
記
事
）
を
読
む
山
中
悠
希
古
代
日
本
文
学
史
Ａ
／
日
本
文
学
の
歴
史
（
上
代
）
　
文
字
文
化
と
文
学
の
歴
史
山
中
悠
希
古
代
日
本
文
学
史
Ｂ
／
日
本
文
学
の
歴
史
（
中
古
）
　
か
な
文
学
の
歴
史
山
中
悠
希
初
年
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
①　
初
年
次
教
育
山
中
悠
希
実
践
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
①
　
初
年
次
教
育
と
専
門
導
入
教
育（『
源
氏
物
語
』「
若
紫
」巻
を
読
む
）
山
中
悠
希
基
礎
演
習
／
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
①
　
初
年
次
教
育
と
専
門
導
入
教
育（『
源
氏
物
語
』「
若
紫
」巻
を
読
む
）
山
中
悠
希
近
現
代
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
⑤
・
Ⅲ
⑤
　
谷
崎
潤
一
郎
・
太
宰
治
の
小
説
山
本
亮
介
一
五
五
近
現
代
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
⑤　
谷
崎
潤
一
郎
の
小
説
山
本
亮
介
近
現
代
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ｂ
⑤　
太
宰
治
の
小
説
山
本
亮
介
現
代
日
本
文
学
Ａ
　
ア
ニ
メ
作
品
と
と
も
に
学
ぶ
、
２
０
０
０
年
代
の
「
成
長
」
小
説
山
本
亮
介
現
代
日
本
文
学
Ｂ
　
ア
ニ
メ
作
品
と
と
も
に
学
ぶ
、
２
０
０
０
年
代
の
「
闘
争
」
小
説
山
本
亮
介
近
現
代
日
本
文
学
史
Ａ
／
日
本
文
学
の
歴
史
（
近
代
）
　
作
品
で
た
ど
る
近
現
代
日
本
文
学
史
（
近
代
編
）
山
本
亮
介
近
現
代
日
本
文
学
史
Ｂ
／
日
本
文
学
の
歴
史
（
現
代
）
　
作
品
で
た
ど
る
近
現
代
日
本
文
学
史
（
現
代
編
）
山
本
亮
介
第
二
部
比
較
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
①
／
比
較
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
・
Ⅲ
　
文
学
文
化
の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
有
澤
晶
子
日
本
語
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
①
／
日
本
語
学
演
習
Ⅱ
①
・
Ⅲ
①
　
『
枕
草
子
』
を
語
学
的
に
読
む
岡
﨑
友
子
日
本
語
史
Ａ
Ｂ
／
日
本
語
史　
日
本
語
の
歴
史
的
変
化
の
探
求
岡
﨑
友
子
西
欧
文
学
Ａ　
ロ
シ
ア
の
文
学
と
社
会
小
椋　
彩
西
欧
文
学
Ｂ　
IntroductiontoRussianLiterature
小
椋　
彩
日
本
文
学
文
化
概
説
Ａ　
古
典
文
学
の
歴
史
と
文
化
的
背
景
菊
地
義
裕
百
人
一
首
の
文
化
史
Ａ
　
日
本
の
心
、
日
本
の
文
化
─
四
季
の
歌
・
述
懐
の
歌
・
歌
枕
の
世
界
菊
地
義
裕
百
人
一
首
の
文
化
史
Ｂ
　
日
本
の
心
、
日
本
の
文
化
─
恋
の
歌
・
述
懐
の
歌
菊
地
義
裕
情
報
サ
ー
ビ
ス
演
習
Ａ
Ｂ
／
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
演
習
・
情
報
検
索
演
習
　
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
情
報
源
の
基
礎
知
識
と
検
索
方
法
を
学
ぶ
杉
江
典
子
図
書
館
情
報
技
術
論
　
情
報
技
術
を
活
用
し
た
図
書
館
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
る

杉
江
典
子
学
校
図
書
館
メ
デ
ィ
ア
の
構
成
　
学
校
図
書
館
に
お
け
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
と
情
報
源
の
組
織
化
杉
江
典
子
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅲ
Ａ
Ｂ
／
日
本
文
学
文
化
特
講
（
古
典
）
Ａ
Ｂ
２
　
中
世
の
和
歌
を
読
む
高
柳
祐
子
古
典
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
②
／
古
典
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
②
・
Ⅲ
②
　
『
徒
然
草
』
を
読
む
高
柳
祐
子
初
年
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
②　
学
習
の
手
続
き
を
学
ぶ
。
谷
地
快
一
実
践
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
②　
研
究
者
の
真
似
を
し
て
み
る
。
谷
地
快
一
基
礎
演
習
／
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
②
　
学
習
の
手
続
き
と
研
究
発
表
の
基
礎
を
学
ぶ
谷
地
快
一
古
典
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
③
／
古
典
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
③
・
Ⅲ
③
　
『
好
色
一
代
男
』
研
究
中
山
尚
夫
日
本
文
学
文
化
特
講
Ⅳ
Ａ
／
日
本
文
学
文
化
特
講
（
古
典
）
Ａ
３
　
日
本
文
化
に
お
け
る
「
笑
い
」
の
研
究
中
山
尚
夫
日
本
文
学
文
化
特
講
Ⅳ
Ｂ
／
日
本
文
学
文
化
特
講
（
古
典
）
Ｂ
3
　
「
笑
い
」「
滑
稽
」
と
い
う
文
化
─
鑑
賞
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
─
中
山
尚
夫
比
較
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
Ａ
一
五
六
　
昔
話
の
過
去
と
現
在
（
１
）
─
─
昔
話
の
分
析
方
法
信
岡
朝
子
比
較
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
Ｂ
　
昔
話
の
過
去
と
現
在
（
２
）
─
─
現
代
の
昔
話
の
翻
案
を
め
ぐ
っ
て
信
岡
朝
子
比
較
文
学
文
化
演
習
Ⅰ　
昔
話
の
過
去
と
現
在
信
岡
朝
子
日
本
文
学
文
化
概
説
Ｂ　

野
呂
芳
信
近
現
代
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
②
近
現
代
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
②
・
Ⅲ
②
　
萩
原
朔
太
郎
の
詩
を
読
む
野
呂
芳
信
書
道
史
Ａ
／
書
道
史　
中
国
書
論
お
よ
び
日
本
書
論
の
理
解
蓮
見
行
廣
書
道
史
Ｂ　
中
国
書
道
史
（
書
体
史
）
蓮
見
行
廣
書
道
Ⅲ
Ａ
　
楷
書
、
行
書
、
草
書
、
篆
書
を
テ
ー
マ
に
、
表
現
力
の
充
実
と
高
度
な
技
法
を
身
に
つ
け
る
。
蓮
見
行
廣
書
道
Ⅲ
Ｂ
　
篆
刻
を
テ
ー
マ
に
、
臨
書
お
よ
び
細
字
の
表
現
力
の
充
実
と
高
度
な
技
法
を
身
に
つ
け
、
鑑
賞
眼
の
向
上
を
目
指
す
。
蓮
見
行
廣
古
典
文
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
Ａ
Ｂ
／
古
典
文
学
演
習
Ⅰ
　
〜
狂
言
を
読
む
〜
原
田
香
織
初
年
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
①　
大
学
で
学
ぶ
た
め
の
第
一
歩
三
宅
和
子
実
践
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
①　
入
門
─
言
葉
探
求
三
宅
和
子
基
礎
演
習
／
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
①
　
大
学
の
「
こ
と
ば
探
究
」
第
一
歩
三
宅
和
子
作
家
作
品
研
究
（
近
現
代
）
Ａ　
芥
川
龍
之
介
と
現
代
山
崎
甲
一
作
家
作
品
研
究
（
近
現
代
）
Ｂ
／
近
現
代
文
学
の
探
究
　
漱
石
と
現
代
山
崎
甲
一
作
家
作
品
研
究
（
近
現
代
）　
芥
川
龍
之
介
と
現
代
／
漱
石
と
現
代
山
崎
甲
一
古
典
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
①
／
古
典
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
①
・
Ⅲ
①
　
『
源
氏
物
語
』「
葵
」
巻
を
読
む
山
中
悠
希
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅱ
Ａ　
『
枕
草
子
』
講
読
山
中
悠
希
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅱ
Ｂ　
『
伊
勢
物
語
』
を
読
む
山
中
悠
希
近
現
代
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
Ａ
Ｂ
①
／
近
現
代
文
学
文
化
演
習
Ⅱ
①
・
Ⅲ
①
　
夏
目
漱
石
の
小
説
山
本
亮
介
近
現
代
文
学
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
Ａ
Ｂ
／
近
現
代
文
学
文
化
演
習
Ⅰ
　
近
代
小
説
研
究
の
実
践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
山
本
亮
介

